
「春さがしにでかけよう！」 

 

２０２２年度がスタートしました。 

寒い冬がすぎ、厚手のコートから薄手のジャケットへ衣替えして、すっかり春気分。お出掛けするのも楽しくなります。

さんぽをしていると、かわいい花や虫たちを見かけることが多くなりました。 

そこで我が家は、いざ春さがしへ行ってきました。春といえば、桜・・・だけど子どもたちに「つくしって知ってる？」と

聞いたら、「知ってるけど、生えてるところみたことない！！」ということで、まずはつくしさがしへ。 

つくしは、和歌でも季語として扱われていて、人工栽培などはされていないまさに自然の中の春だけに楽しめる食

材の一つだそうです。 

私が子どもの頃は、袋一杯につくしを採り、家に持って帰って、袴を剥きました。その記憶をよみがえらせながら、田

んぼのあぜ道や草原でつくし探しをしました。 

子どもたちは大興奮で、次から次へとつくしを発見！そのほかにも、たんぽぽやてんとう虫も発見しました。 

春さがしが楽しくて、次は菜の花畑へ。一面黄色でとてもキレイで、花の香りもしていましたが、花粉症の子どもと

私は、花より鼻の方が気になりました（笑）花の香りで、ミツバチやチョウがとんで、春を感じたひと時でした。 

 毎日バタバタした日を過ごしていますが、たまにはのんびりと過ごすのもいいものですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「見てー！たんぽぽ、あったよ！」 つくし、みっけ！！ 

大西町にある菜の花畑。一面黄色のじゅうたん てんとう虫もいたよ！ 

３月下旬には桜の花が咲いていました。 


